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◆市制施行60周年・本土復帰50周年記念企画展Ⅰ

　山田真山展-アトリエに残された真山の足跡-

　日　　　程　7月27日（水）～9月25日（日）

◆市制施行60周年・本土復帰50周年記念企画展Ⅱ

　めでたい！ 宜野湾60さい‼

　日　　　程　10月26日（水）～12月18日（日）

　休　館　日　毎週火曜日・祝祭日

　　　　　　　※文化の日（11/3）は開館

　場　　　所　市立博物館　企画展示室

　入　　　場　無料

　問い合わせ　市立博物館　☎870-9317

２
０
２
２
年
は
、
宜
野
湾
市
に
と
っ
て
…
？

　

２
０
２
２
年
は
、
沖
縄
県
が
本
土
復
帰
し
て
50

年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
そ
し
て
、
宜
野
湾
市

に
と
っ
て
は
、
更
に
お
め
で
た
い
年
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
何
が
お
め
で
た
い
の
か
、
皆
さ
ん

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

正
解
の
発
表
の
前
に
、
ま
ず
は
簡
単
に
、
宜

野
湾
の
歴
史
を
説
明
し
ま
す
と
、
宜
野
湾
市
は

１
６
７
１
年
、
浦
添
間ま

ぎ

り切
・
中
城
間
切
・
北
谷
間

切
か
ら
13

村む
ら

を
割
き
、
新
た
に
１
村む
ら

を
設
け
た
計

14

村む
ら

で
「
宜
野
湾
間
切
」
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、「
間
切
」
は
、
現
在
の
市
町
村
に

相
当
し
ま
す
。
そ
の
後
、
間
切
制
が
廃
止
さ
れ
た

１
９
０
８
（
明
治
41

）
年
に
宜
野
湾
間
切
か
ら
宜

野
湾
村そ
ん

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
は
人
口

が
３
万
人
を
超
え
、
市
昇
格
へ
の
諸
条
件
を
満
た

し
た
１
９
６
２
（
昭
和
37

）
年
７
月
１
日
に
宜
野

湾
村そ
ん

か
ら
宜
野
湾
市
へ
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

今
年
は
宜
野
湾
が
「
市
」
に
な
っ
て
、
60

年
の
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
♪

　

そ
こ
で
、
市
立
博
物
館
で
は
「
市
制
60

周
年
・
本

土
復
帰
50

周
年
記
念
企
画
展
」
と
し
て
、「
山
田
真

山
展

−

ア
ト
リ
エ
に
残
さ
れ
た
真
山
の
足
跡

−

」

と
「
め
で
た
い
！ 

宜
野
湾
60

さ
い
‼

」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

「
山
田
真
山
展
」
は
、
以
前
に
も
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
真
山
が
手
が
け
た
平
和
祈
念
像
原

型
が
残
る
普
天
間
の
ア
ト
リ
エ
跡
の
資
料
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、「
宜
野
湾
60

さ
い
‼

」

で
は
、
宜
野
湾
が
「
市
」
に
な
っ
て
か
ら
60

年
分
の

「
懐
か
し
い
」
や
「
驚
き
」
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
記
録
と
記
憶
で
市
制
60

周
年
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
！

　

市
制
60

周
年
は
２
度
と
な
い
節
目
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、「
宜
野
湾
」
に
つ
い

て
、
見
て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
☆

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

宜
野
湾
市
制
施
行
60

周
年

市
昇
格
の
裏
で
起
こ
っ
た
〝
こ
ぼ
れ
話
〟

　

１
９
６
２
（
昭
和
37

）
年
７
月
１
日
、
宜
野
湾
村
は

従
来
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た
、「
市
昇
格
」
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
、
12

日
か
ら
一

週
間
の
あ
い
だ
、
め
じ
ろ
押
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ち
ん
行
列
、
仮
装
行
列
、
紅
白
歌
合
戦
、
か
り

ゆ
し
民
謡
祭
、
琉
米
親
善
柔
道
大
会
、
オ
ー
ト
レ
ー

ス
、
全
島
角
力
大
会
、
闘
牛
大
会
な
ど
で
、
祝
賀
ム
ー

ド
一
色
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、「
宜
野
湾
市
」
と
い
う
名
称
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
全
く
違
和
感
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
別
の
市
名
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
宜
野
湾

村
で
は
、
市
昇
格
の
半
年
前
、
新
し
い
市
名
を
村
内

外
の
人
び
と
に
募
り
ま
し
た
。「
宜
野
湾
市
」
と
い
う

意
見
も
当
然
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
名
前
も
あ
り
ま
し
た
。

天
満
市
・
吉
野
市
・
大
山
市
・
普
天
満
市
・
普
天
間

市
・
宜
普
ノ
宮
市
・
布
天
真
市
・
松
山
市
・
大
野
市
・

三
原
市
・
天
野
市
・
中
野
宮
市
・
松
宮
市
・
宮
松
市

歴
史
あ
る
琉
球
八
社
の
一
つ
で
あ
る
普
天
満
宮
を

連
想
さ
せ
る
も
の
、
戦
前
に
国
指
定
天
然
記
念
物
で

あ
っ
た
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ
（
宜
野
湾
並
松
）
を
連

想
さ
せ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。
最
終
的
に
は
、

現
在
の
「
宜
野
湾
市
」
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
昇
格
に
あ
た
っ
て
、
祝
賀
電
報
が
、
市
内
外
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
本
土
か
ら
の
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
宜
野
湾
村
出
身
で
国
語
学
者
の

奥お
く
さ
と里

将し
ょ
う
け
ん

建
は
、
当
時
兵
庫
県
神
戸
市
に
在
住
で
し
た
。

そ
の
電
報
の
文
面
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

コ
ウ
ベ
ク
二
タ
マ
三
一

フ
テ
ン
マ
シ
チ
ョ
ウ

ナ
カ
ム
ラ
ハ
ル
カ
ツ
殿

ゴ
セ
イ
カ
イ
ヲ
シ
ュ
ク
シ
、
コ
ン
ゴ
ノ
ゴ
ハ
ッ
テ

ン
ヲ
イ
ノ
リ
マ
ス
。

神
戸

オ
ク
サ
ト
将
建
（
※
原
文
マ
マ
）

　

消
印
は
７
月
11

日
と
な
っ
て
お
り
、
昇
格
よ
り
少

し
遅
れ
て
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
注
目
す

べ
き
は
宛
名
の
肩
書
で
す
。
当
時
の
仲
村
春
勝
市
長

を
「
フ
テ
ン
マ
シ
チ
ョ
ウ
」
と
し
て
い
ま
す
。
奥
里
は

字
宜
野
湾
出
身
で
す
が
、
ひ
い
き
を
せ
ず
に
、
そ
の

後
発
展
し
た
中
心
地
は
普
天
間
で
、
こ
れ
こ
そ
ふ
さ

わ
し
い
と
か
ん
が
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に

細
か
い
話
で
す
が
、「
フ
テ
ン
マ
」
が
、「
普
天
間
」
な

の
か
、「
普
天
満
」
な
の
か
は
、
い
ま
と
な
っ
て
は
残

念
な
が
ら
謎
の
ま
ま
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
立
博
物
館　

☎
８
７
0

−

９
３
１
７▲ 奥里将建が送った祝

賀電報「フテンマシ

チョウ」とある。

▲ 奥里将建(1888～1963)

教育家で国語学者。独学

自習の勉強家であった。

▲ 宜野湾市昇格時の宜野湾

市役所

 (普天間 1962年)

▲ 平和祈念像原型を制作

する山田真山氏

市
立
博
物
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
コ
チ
ラ
◀


